
研究課題名 
Stanford A型・B型大動脈解離に対する STABILISE technique
の治療成績と大動脈リモデリングに関する後ろ向き観察研究

当院の研究責任者 職名：⼼臓⾎管外科 医⻑   ⽒名：⾼⽊ 晶

研究の⽬的 

STABILISE （ Stent-Assisted Balloon-Induced Intimal 
Disruption and Relamination in Aortic Dissection Repair）は、
大動脈解離に対する血管内治療手技の一つである。TEVARに
より近位エントリーを閉鎖した後、遠位解離腔にベアステン

トを留置し、ステント内でバルーン拡張を行うことで、解離

隔壁を意図的に破綻・圧着させ、真腔拡大、偽腔閉鎖、大動

脈リモデリングを促すことを目的とする。 2024 年
EACTS/STS ガイドラインで推奨度 class２b、エビデンスレ
ベルCに位置付けられたが、現時点では小規模研究が中心で、
さらなるエビデンス蓄積が必要な手技である。当院では 2025
年から導入し 10例の症例に STABILISE TEVARを施行、全
例で有害事象なく生存退院し、かつ良好な大動脈リモデリン

グを達成しており 10 例とも現在外来通院中である。本研究
は、ガイドライン上も今後のエビデンス蓄積が求められてい

る STABILISE techniqueについて、当院における治療経験を
後方視的に検討し、その安全性、有効性、大動脈リモデリン

グ効果を明らかにすることを目的とする。特に、急性 A型大
動脈解離術後の残存解離や、急性・亜急性大動脈解離に対す

る治療戦略としての適応、手技上の工夫、周術期成績、遠隔

期画像変化を評価する。 

利⽤する情報 

・ 対象
⼤動脈解離により⼊院され TEVAR の適応と判断した⽅

・ 利⽤情報の内容
電⼦カルテに記載されている診療記録
⼤動脈解離の評価のために撮影された画像

・ 利⽤情報の該当期間
2025 年 2 ⽉ 28 ⽇〜2026 年 4 ⽉ 17 ⽇

研究実施期間 2026 年 4 ⽉ 17 ⽇まで 



利⽤情報の他機関
へ の 提 供 の 有 無 

（有の場合はその名称） 
無 

個⼈情報の取り扱い ⽒名や住所等の個⼈を特定できる内容は削除 

企業等からの 
資⾦提供の有無 

（有の場合はその名称） 
無 

お問い合わせ先 
豊橋ハートセンター  
職名：⼼臓⾎管外科 医⻑  ⽒名：髙⽊ 晶 
電話番号：0532−37−3377 
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